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３月定例会

◆平成29年度一般会計予算◆◆平成29年度一般会計予算◆

委 員 会 報 告

※千円単位切捨てのため、合計が合わない部分があります。

第１回定例会は、
　３月３日から15日までの13日間の会期で開催しました。
　初日に町長の施政方針・予算大綱説明、教育長の教育
方針説明がありました。
　平成29年度一般会計、特別会計予算など13会計を始め、
28年度一般会計補正予算、賃貸後譲渡型住宅条例の制定、
東栄町特別職の給与及び旅費条例の一部改正など33議案
を審議し、いずれも原案どおり可決しました。
　一般質問では、７人の議員が町政全般の問題を質しま
した。

歳出
30億7,900万円

歳入
30億7,900万円

総務費
5億3,035万円
（17.2%）

町税
3億2,824万円
（10.7%）

地方債
2億3,090万円

（7.5%）

県支出金
1億9.667万円
　　　（6.4%）

地方交付税
16億4,570万円

（53.4%）

その他
3億444万円
（9.8%）

自主財源　
26.3％

依存財源 73.7％

民生費
5億7,305万円
（18.6%）

衛生費
5億5,598万円
（18.1%）

農林水産業費
2億3,654万円（7.7%）

商工費
7,366万円
（2.4%）

土木費
2億2,648万円

（7.4%）

消防費
1億9,263万円（6.3%）

教育費
2億3,874万円

（7.8%）

公債費
3億6,416万円
（11.8%）

災害復旧費 1万円（0.0%）

議会費 5,601万円（1.8%）

予備費 347万円（0.1%）

諸支出金 2,786万円（0.9%）
その他 9,580万円（3.1%）

繰越金
1億円（3.3%）

使用料
7,554万円（2.5%）

国庫支出金
1億168万円（3.3%）

◆
主
な
質
疑
◆

　
　
　
ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
返
礼
率

　
　
　
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

　
　
　
40
〜
45
％
で
あ
る
が
、
諸
経

　
　
　
費
を
含
め
る
と
55
％
位
と
な

る
。

　
　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
卒
業
後

　
　
　
活
動
費
補
助
金
の
財
源
は
。

　
　
　
４
月
か
ら
起
業
を
目
指
す
隊

　
　
　
員
の
た
め
の
補
助
金
で
、
交

付
税
措
置
さ
れ
る
。

　
　
　
中
田
の
処
理
場
の
老
朽
化
に

　
　
　
伴
い
、
新
た
に
建
設
す
る
の

か
。
新
城
等
へ
委
託
す
る
の
か
。

　
　
　
北
設
広
域
の
規
模
で
建
設
し

　
　
　
た
場
合
、
補
助
金
は
な
い
。

委
託
等
検
討
し
て
い
る
が
、
具
体
的

な
こ
と
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
お
い
で
ん
家
事
業
運
営
費
の

　
　
　
財
源
は
何
か
。

　
　
　
総
額
２
２，
０
０
０
千
円
。
過

　
　
　
疎
債
が
１
４，
０
０
０
千
円
。

介
護
保
険
特
別
会
計
か
ら
４，
２
８
０

千
円
。
一
般
財
源
は
４，
１
５
０
千
円

で
あ
る
。

　
そ
の
う
ち
、
臨
時
職
員
賃
金
は
１

５，
６
０
６
千
円
で
、
１
４，
０
０
０

千
円
は
過
疎
債
で
あ
る
。

　
　
　
有
利
な
起
債
と
い
っ
て
も
借

　
　
　
金
に
変
わ
り
は
な
い
。
返
済

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
。

　
　
　
今
後
も
有
利
な
財
源
を
研
究

　
　
　
し
て
い
く
。

　
　
　
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
へ
の

　
　
　
補
助
金
５，
４
０
０
千
円
の
背

景
は
。

　
　
　
職
員
は
常
勤
１
名
、
非
常
勤

　
　
　
２
名
と
協
力
隊
２
名
、
補
助

金
は
ス
タ
ー
ト
経
費
と
見
込
ん
で
お

り
、
将
来
は
自
立
で
き
る
よ
う
な
支

援
を
し
て
い
く
。

　
　
　
結
婚
相
談
事
業
所
の
実
績
を

　
　
　
教
え
て
欲
し
い
。

　
　
　
28
年
度
０
件
。
27
年
度
は
町

　
　
　
内
で
１
件
で
あ
る
。

　
　
　﹁
鶏
の
市
﹂
の
概
要
は
。

　
　
　
鶏
肉
を
主
材
と
し
た
﹁
レ
シ

　
　
　
ピ
の
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
と
﹁
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
﹂
を
メ
イ
ン
事
業
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
足
込
地
内
に
計
画
さ
れ
て
い

　
　
　
る
耐
震
性
貯
水
槽
は
、
何
軒

位
を
カ
バ
ー
す
る
の
か
。

　
　
　
１
軒
で
あ
る
が
、
山
林
火
災

　
　
　
に
も
対
応
で
き
る
。

　
　
　
森
林
体
験
交
流
施
設
の
利
用

　
　
　
状
況
は
ど
の
様
か
。

　
　
　
町
民
の
利
用
は
１
割
未
満
で

　
　
　
あ
る
。

　
　
　
東
栄
病
院
整
備
の
今
後
の
ス

　
　
　
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　
平
成
32
年
10
月
に
開
所
の
予

　
　
　
定
で
進
め
て
い
る
。
今
後
早

ま
る
こ
と
も
遅
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

予
算
特
別
委
員
会

３
月
７
日

答 問答 問答 問答 問答 問

答 問答 問答 問答 問答 問答 問
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文
教
福
祉
委
員
会

反
対
討
論

町
長
の
給
与　
　
　

月
額
55
万
円
を

　
63
万
６
千
円
に

　
　
　
　
　
（
議
案
第
３
号
）

町
長
の
給
与　
　
　

月
額
55
万
円
を

　
63
万
６
千
円
に

　
　
　
　
　
（
議
案
第
３
号
）

◆
主
な
質
疑
◆

①
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
﹁
タ
ク
シ
ー
券
給
付
補

　
　
　
助
﹂
増
額
の
理
由
は
。

　
　
　
申
請
者
の
タ
ク
シ
ー
券

　
　
　
利
用
枚
数
が
増
え
た
た

め
で
あ
る
。

　
　
　﹁
配
食
サ
ー
ビ
ス
﹂
は
ど

　
　
　
の
位
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
１
食
６
４
８
円
、
自
己

　
　
　
負
担
３
０
０
円
、
利
用

者
は
１
２
０
名
前
後
で
あ
る
。

　
　
　﹁
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防

　
　
　
接
種
﹂
助
成
の
対
象
年

齢
、
費
用
、
助
成
額
、
個
人
負

担
額
は
。

　
　
　
対
象
は
65
歳
以
上
全
て
、

　
　
　
費
用
は
７，
０
０
０
円
、

助
成
額
は
３，
５
０
０
円
。
従
っ

て
自
己
負
担
は
３，
５
０
０
円
で

あ
る
。

　
　
　
特
殊
勤
務
手
当
増
額
の

　
　
　
理
由
は
何
か
。

　
　
　
火
葬
件
数
の
増
加
で
あ

　
　
　
る
。

②
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算

　
　
　﹁
地
域
密
着
型
介
護
予
防

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
﹂
の

増
額
理
由
は
。

　
　
　
要
支
援
の
方
が
グ
ル
ー

　
　
　
プ
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ

た
増
額
で
あ
る
。

③
東
栄
病
院
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　
　
　
﹁
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

　
　
　
ム
﹂
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
せ
せ
ら
ぎ
会
と
業
者
が

　
　
　
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
25

日
の
納
期
限
に
向
け
作
業
中
で

あ
る
。
納
品
と
同
時
に
稼
働
さ

せ
る
。

　
　
　
電
子
カ
ル
テ
に
よ
る

　
　
　﹁
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
﹂

も
、
他
診
療
所
の
整
備
が
完
了

す
れ
ば
稼
働
す
る
と
い
う
こ
と

か
。

　
　
　
来
年
度
中
に
は
導
入
す

　
　
　
る
。

　
　
　﹁
地
域
連
携
シ
ス
テ
ム
﹂

　
　
　
の
器
具
備
品
が
減
額
と

な
っ
た
理
由
は
。

　
　
　
来
年
度
実
施
す
る
こ
と

　
　
　
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　反
対
理
由

・
財
政
状
況
は
さ
ら
に
悪
化

し
て
き
て
お
り
、
基
金
︵
貯

金
︶
を
取
り
崩
し
、
起
債

　︵
借
金
︶
し
な
け
れ
ば
当
初

予
算
が
組
め
な
い
状
況
で

あ
る
。

・
近
隣
の
町
村
規
模
に
応
じ

た
金
額
と
い
う
こ
と
だ
が
、

財
政
状
況
は
最
下
位
で
近

隣
と
同
等
以
上
に
し
て
か

ら
す
べ
き
。

・
報
酬
審
議
会
は
、
町
長
が

必
要
と
認
め
な
け
れ
ば
開

催
し
な
い
会
議
で
あ
り
、

年
間
８
０
０
万
円
余
の
給

与
は
町
民
所
得
が
県
下
最

下
位
の
町
で
は
適
当
。

　賛
成
理
由

・
報
酬
審
議
会
で
答
申
さ
れ

た
金
額
で
あ
り
妥
当
な
金

額
で
あ
る
。

※

賛
成
多
数
で
可
決
。

　参
考

　
議
案
第
４
号
で
給
与
の
一

割
カ
ッ
ト
が
可
決
さ
れ
た
が
、

年
間
実
質
約
50
万
円
の
町
の

負
担
増
と
な
る
。

総
務
経
済
委
員
会

◆
主
な
質
疑
◆

①
東
栄
町
賃
貸
後
譲
渡
型
住
宅

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例

　
　
　
こ
の
事
業
は
、
来
年
度

　
　
　
１
戸
を
整
備
す
る
条
例

な
の
か
。
土
地
の
確
保
は
。

　
　
　
次
年
度
以
降
も
１
戸
建

　
　
　
設
し
て
い
く
。
土
地
は
、

町
有
地
を
優
先
し
た
い
。

　
　
　
Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
対
象

　
　
　
と
し
た
事
業
か
。

　
　
　
一
定
の
制
約
は
あ
る
が
、

　
　
　
町
内
で
家
を
建
て
た
い

方
も
対
象
と
し
て
い
る
。

　
　
　
中
途
で
退
去
し
た
場
合
、

　
　
　
後
か
ら
入
居
し
た
人
の

家
賃
は
。

　
　
　
残
り
の
家
賃
は
、
次
の

　
　
　
人
に
払
っ
て
も
ら
う
。

②
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者

の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

③
町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
の
制
定

　
　
　
報
酬
審
議
会
は
、
期
待

　
　
　
を
込
め
た
判
断
で
答
申

し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況
は
理

解
す
る
が
、
減
額
は
再
考
願
い

た
い
。

　
　
　
報
酬
審
議
会
は
、
類
似

　
　
　
団
体
の
比
較
し
て
常
識

的
な
判
断
を
し
た
と
思
っ
て
い

る
。
町
の
財
政
状
況
等
を
勘
案

し
副
町
長
、
教
育
長
共
に
削
減

し
た
。

　
　
　
財
政
力
の
劣
る
自
治
体

　
　
　
の
給
与
は
、
報
酬
審
議

会
か
ら
の
答
申
だ
か
ら
と
い
っ

て
改
定
す
る
こ
と
は
納
得
で
き

な
い
し
、
住
民
の
賛
同
は
得
ら

れ
な
い
。
一
考
を
要
す
る
。

　
　
　
過
去
に
お
い
て
報
酬
審

　
　
　
議
会
か
ら
の
答
申
を
先

送
り
し
た
例
も
あ
る
が
。
職
員

の
構
成
、
人
件
費
の
状
況
も
変

わ
っ
て
き
て
お
り
、
規
模
に
あ

っ
た
報
酬
と
思
っ
て
い
る
。
従

っ
て
10
％
カ
ッ
ト
し
た
。

３
月
10
日

３
月
８
日

答 問答 問答 問答 問

答 問答 問

答 問答 問答 問問

答答 問

答 問答 問
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・
施
政
方
針
に
つ
い
て

　
　
　
今
年
度
か
ら
﹁
第
６

　
　
　
次
総
合
計
画
﹂
等
が

施
行
さ
れ
、
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
、
ま
ち
の
創
生
に
取
組

ん
で
い
る
。

　
村
上
町
政
も
３
年
目
、
任

期
半
ば
を
終
え
、
今
定
例
会

に
上
程
し
た
施
策
方
針
・
予

算
案
は
﹁
村
上
色
﹂
の
濃
い

議
案
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。

　
行
政
任
務
を
達
成
す
る
た

め
に
、
計
画
の
推
進
、
諸
施

策
の
策
定
に
ど
の
様
な
意
図

・
ポ
リ
シ
ー
を
持
っ
て
臨
ん

だ
か
伺
う
。

　
　
　
町
長

　
初
年
度
の
平
成
27
年
度
は
、

前
年
度
か
ら
の
懸
案
事
項
へ

の
対
処
、
ま
ち
づ
く
り
の
指

針
と
な
る
﹁
第
６
次
総
合
計

画
﹂
等
を
策
定
し
た
。

　
平
成
28
年
度
は
、
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し

て
﹁
町
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
と
﹁
交

流
移
住
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

の
２
つ
を
施
策
の
柱
と
し
て

取
組
ん
で
き
た
。
こ
こ
数
年

若
い
人
た
ち
が
戻
り
つ
つ
あ

り
、
町
外
か
ら
の
Ｉ
タ
ー
ン

者
も
増
え
て
お
り
、
社
会
増

減
は
拮
抗
し
て
い
る
。

　
来
年
度
の
重
点
施
策
は
、

１．
支
え
あ
う
健
康
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
、
２．
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
、
３．
定
住
・
交
流

を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
、
４．

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

４
つ
の
視
点
で
取
組
む
。

　
東
栄
病
院
を
含
め
た
医
療

整
備
の
基
本
構
想
及
び
基
本

計
画
の
策
定
、
高
齢
者
等
生

活
支
援
拠
点
施
設
﹁
お
い
で

ん
家
﹂
の
充
実
、﹁
観
光
ま
ち

づ
く
り
協
会
﹂
の
設
立
、
空

き
家
活
用
住
宅
整
備
事
業
等

総
合
戦
略
の
実
現
に
向
け
礎

と
な
る
﹁
町
民
目
線
の
予
算
﹂

を
編
成
し
た
。

　
引
き
続
き
町
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
、
職

員
共
々
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

・
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

　
　
　
町
財
政
の
健
全
化
に

　
　
　
向
け
歳
入
・
歳
出
に

ど
の
様
な
創
意
・
工
夫
を
し

た
か
。

　
ま
た
、
事
務
・
事
業
の
見

直
し
、
税
収
増
、
歳
出
減
等

に
つ
い
て
提
言
を
し
て
き
た

が
、
本
予
算
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
副
町
長

　
新
年
度
予
算
は
﹁
第
６
次

総
合
計
画
﹂﹁
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
﹂
の
２
年
目
に
な

る
。

　
初
年
度
の
進
捗
状
況
の
点

検
と
課
題
を
洗
い
出
し
﹁
東

栄
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
成
総
合
戦
略
﹂
を
実
現
す

る
た
め
積
極
的
な
実
施
に
努

め
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、

予
算
編
成
を
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年

度
比
１
５，
０
０
０
万
円
、
率

に
し
て
４．
６
％
の
減
額
予
算

と
な
っ
た
。

　
歳
出
は
、
小
学
校
整
備
の

た
め
の
起
債
の
償
還
が
始
ま

り
公
債
費
の
増
額
や
消
防
・

情
報
及
び
ご
み
処
理
な
ど
に

掛
か
る
広
域
事
務
へ
の
負
担

金
も
増
加
し
て
い
る
一
方
、

歳
入
は
、
依
存
財
源
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
中
で
、

財
源
の
確
保
に
苦
慮
し
た
予

算
と
な
っ
て
い
る
。

　
予
算
作
業
に
当
っ
て
は

﹁
第
６
次
総
合
計
画
﹂
等
と

の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
総

合
計
画
実
施
計
画
の
ロ
ー
リ

ン
グ
作
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
財
源
の
伴
わ
な
い
事

業
に
つ
い
て
は
先
送
り
し
た

が
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ

る
将
来
人
口
確
保
す
る
た
め

の
施
策
に
関
連
す
る
予
算
に

は
重
き
を
お
い
た
。
28
年
度

か
ら
始
め
た
ふ
る
さ
と
寄
付

金
の
返
礼
品
に
つ
い
て
も
、

ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
申
込
み
等

を
導
入
し
て
、
少
し
で
も
自

主
財
源
を
確
保
出
来
る
よ
う

な
取
組
み
も
し
た
が
、
最
終

的
に
不
足
す
る
財
源
に
つ
い

て
は
、
財
政
調
整
基
金
及
び

減
債
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

っ
て
賄
っ
た
。

・
人
材
育
成
に
つ
い
て

　
　
　
町
の
活
性
化
は
職
員

　
　
　
の
意
識
改
革
と
資
質

の
向
上
に
尽
き
る
と
思
う
。

来
年
度
の
人
材
育
成
と
ス
キ

ル
・
ア
ッ
プ
の
方
針
・
計
画

を
伺
う
。

　
　
　
総
務
課
長

　
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
来

年
度
か
ら
﹁
人
事
評
価
制
度
﹂

が
本
格
実
施
と
な
る
の
で
、

管
理
職
を
含
め
た
職
員
一
人

一
人
の
能
力
開
発
と
職
員
の

や
る
気
や
向
上
心
を
高
め
、

組
織
の
活
性
化
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
に
繋
げ
た

い
と
考
え
て
い
る
。
職
員
研

修
に
つ
い
て
も
年
間
計
画
に

基
づ
き
、
専
門
研
修
に
積
極

的
に
参
加
を
促
し
、
更
に
新

し
い
研
修
と
し
て
民
間
企
業

等
へ
の
研
修
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
。

施
政
方
針
並
び
に

予
算
︵
案
︶
大
綱
説
明
を
問
う

議
員

伊
藤
紋
次

問答

問答

問答
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関谷家住宅

　
　
　
文
化
財
登
録
の
話
が

　
　
　
あ
っ
た
が
ど
う
な
っ

た
か
。

　
　
　
総
務
課
長

　
登
録
は
し
て
い
な
い
。

　
　
　
セ
メ
ン
ト
瓦
が
耐
用

　
　
　
年
限
を
超
え
、
漏
水

が
あ
り
腐
朽
が
始
ま
っ
て
い

る
。
寄
贈
を
受
け
２
年
が
経

過
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
対

応
と
今
後
の
予
定
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

　
　
　
総
務
課
長

　
こ
れ
ま
で
家
周
り
の
草
刈

と
樹
木
の
剪
定
を
行
っ
て
き

た
、
３
月
補
正
予
算
で
建
物

内
の
不
用
品
の
処
分
と
草
刈

や
庭
木
の
手
入
れ
を
し
た
い
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
議
会
に

諮
り
な
が
ら
決
め
て
い
き
た

い
。

　
　
　
雨
漏
り
が
し
て
腐
り

　
　
　
が
進
行
し
て
い
る
。

早
い
対
応
が
必
要
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
　
総
務
課
長

　
屋
根
が
傷
ん
で
穴
も
空
い

て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

　
そ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
ま

え
て
、
こ
の
２
月
に
屋
根
を

全
面
改
修
し
た
場
合
の
見
積

も
り
を
徴
収
し
た
。
見
積
も

り
金
額
は
、
約
８
０
０
万
円

で
あ
っ
た
。

　
　
　
最
近
古
民
家
カ
フ
ェ

　
　
　
等
が
流
行
っ
て
い
る

が
公
募
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
例
え
ば
﹁
幕
末
の
大
家
を

30
年
間
無
償
で
貸
し
ま
す
駐

車
場
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し

修
理
は
自
己
負
担
で
お
願
い

し
ま
す
﹂
と
。
厳
し
い
財
政

状
況
の
な
か
で
、
大
事
な
税

金
を
使
わ
な
く
て
済
む
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
　
第
６
次
総
合
計
画
に

　
　
　
策
定
さ
れ
て
い
る
観

光
の
方
針
に
基
づ
き
、
設
立

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

﹁
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
﹂

は
ど
ん
な
団
体
か
。

　
　
　
振
興
課
長

　
任
意
団
体
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
自
主
事
業
の
拡
充
を

図
り
一
般
社
団
法
人
等
の
法

人
を
目
指
す
。

　
　
　
有
名
な
観
光
地
も
持

　
　
　
た
な
い
本
町
で
は
、

自
主
財
源
の
確
保
も
厳
し
い

と
思
う
が
財
源
︵
運
営
費
等
︶

は
ど
う
か
。

　
　
　
振
興
課
長

　
協
会
の
予
算
を
９，
９
０
３

千
円
と
し
、
営
業
収
入
の

n
a
o
ri

事
業
や
会
費
等
で
約

４
５
０
万
円
、
町
の
補
助
金

５
４
０
万
円
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
既
存
の
元
気
な
地
域

　
　
　
づ
く
り
支
援
事
業

︵
10
団
体
︶
と
は
ど
う
関
わ

る
の
か
。

　
　
　
振
興
課
長

　
団
体
の
紹
介
や
イ
ベ
ン
ト

の
連
携
を
協
会
と
す
る
こ
と

で
集
客
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
新
東
名
が
全
線
開
通

　
　
　
し
て
１
年
が
過
ぎ
た

が
、
本
町
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
　
振
興
課
長

　
明
ら
か
な
効
果
が
出
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。

　
今
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

等
を
実
施
し
、
結
果
を
分
析

し
、
協
会
・
役
場
・
各
施
設

が
協
力
し
て
集
客
に
努
め
た

い
。

　
　
　
調
査
検
討
を
進
め
て

　
　
　
い
る
﹁
道
の
駅
﹂
の

進
捗
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
経
済
課
長

　
農
産
物
直
売
所
付
近
を
モ

デ
ル
と
し
て
施
設
配
置
案
を

３
案
作
成
し
た
。

　
今
後
は
国
県
の
制
度
研
究

を
行
い
、
基
本
構
想
を
作
成

し
た
い
。

　
　
　﹁
道
の
駅
﹂
の
候
補
地

　
　
　
に
つ
い
て
は
、
埋
立

て
後
の
広
い
場
所
も
考
え
ら

れ
る
。

　
面
積
が
あ
れ
ば
軽
ト
ラ
市

や
町
内
各
地
の
直
売
所
を
時

期
に
よ
り
一
堂
に
集
め
、
市

の
よ
う
な
こ
と
も
で
き
様
々

な
構
想
が
浮
か
ぶ
の
で
、
検

討
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
総
務
課
長

　
公
募
も
選
択
肢
の
１
つ
だ

と
思
う
。
公
募
の
際
は
ル
ー

ル
づ
く
り
が
必
要
と
思
う
。

寄
贈
さ
れ
た

　
　

関
谷
家
住
宅
に
つ
い
て

問問問 答 答

問 答

答

問問 答答

議
員

伊
藤
芳
孝

観
光
に
つ
い
て

問問 答

問問 答答
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平
成
27
年
度
介
護
保

　
　
　
険
決
算
に
お
い
て
、

保
険
料
の
大
幅
な
引
き
上
げ

に
よ
り
約
３，
０
０
０
万
円
増

え
た
が
、
し
か
し
逆
に
約
３，

２
０
０
万
円
が
繰
越
金
と
な

っ
て
い
る
。
単
純
に
比
較
す

る
と
、
今
回
保
険
料
を
大
幅

に
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
っ

た
の
か
疑
問
に
思
う
。
こ
の

点
に
つ
い
て
誤
解
の
な
い
よ

う
き
ち
ん
と
説
明
す
る
事
が

大
切
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
住
民
福
祉
課
長

　
①
東
栄
病
院
の
老
人
保
健

施
設
の
休
止
。
②
国
の
介
護

報
酬
の
一
部
引
き
下
げ
。
③

広
域
連
合
へ
の
統
合
に
伴
い

赤
字
を
抱
え
て
の
統
合
は
で

き
な
い
事
に
よ
る
。
以
上
が

今
回
繰
越
金
が
生
じ
た
主
な

理
由
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
繰
越
金
の
額
は

　
　
　
保
険
料
の
大
幅
な
引

き
上
げ
と
は
、
直
接
的
に
は

関
連
性
は
な
い
と
い
う
こ
と

か
。

　
　
　
住
民
福
祉
課
長

　
保
険
料
に
つ
い
て
は
上
げ

過
ぎ
た
と
い
う
よ
う
な
事
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
今
回
す
で
に
基
金
が

　
　
　
約
２，
５
０
０
万
円
積

み
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
３
年
間
に
約
６，
０
０
０
万

円
の
積
み
立
て
と
な
る
。
最

終
的
に
こ
の
基
金
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か

伺
い
た
い
。
又
国
県
は
給
付

実
績
に
合
わ
せ
翌
年
度
精
算

す
る
が
、
第
１
号
被
保
険
者

の
保
険
料
は
、
個
人
に
還
付

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う

が
、
そ
の
点
も
併
せ
て
伺
い

た
い
。

　
　
　
住
民
福
祉
課
長

　
個
人
へ
の
還
付
は
基
本
的

に
は
な
い
。
広
域
連
合
に
お

い
て
、
現
在
い
ろ
い
ろ
な
議

論
を
し
て
い
る
が
公
表
で
き

る
段
階
に
な
い
。
最
終
年
度

の
１
月
頃
に
は
、
保
険
料
の

公
表
と
基
金
の
あ
り
方
も
決

ま
る
と
思
う
。

　
　
　
こ
の
保
険
料
に
対
す

　
　
　
る
基
金
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
人
口
減
少
社
会
を
迎

　
　
　
え
る
国
・
地
方
も
今

後
10
年
間
が
正
念
場
に
な
る

と
思
う
。
町
発
展
の
大
動
脈

と
も
な
り
得
る
東
栄
イ
ン
タ

ー
の
完
成
に
併
せ
三
遠
南
信

道
の
一
部
開
通
が
目
前
に
控

え
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況

の
中
で
、
町
長
の
任
期
も
半

ば
を
迎
え
よ
う
と
す
る
今
、

こ
れ
ま
で
の
２
年
間
と
併
せ

今
後
の
２
年
間
を
ど
の
様
に

担
っ
て
い
く
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
町
長

　
就
任
以
来
、
町
民
皆
さ
ま

と
の
対
話
に
よ
る
町
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
意

見
を
伺
い
な
が
ら
公
平
・
公

正
な
町
政
運
営
を
基
本
に
今

後
の
基
盤
作
り
に
力
を
入
れ

て
き
た
。
そ
し
て
平
成
28
年

度
は
町
に
と
っ
て
新
た
な
第

１
歩
を
踏
み
出
す
重
要
な
年

と
し
て
町
民
の
暮
ら
し
を
支

え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
交
流

移
住
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

２
つ
を
施
策
の
柱
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
事
と
し
た
。

又
町
政
を
進
め
る
た
め
に
は
、

住
民
や
団
体
等
と
行
政
が
協

働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
取
り

組
む
た
め
に
も
平
成
29
年
度

に
は
﹁
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
﹂
を
制
定
し
た
い
。
本
町

を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く

変
化
す
る
中
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
共
に
、
こ
の
総
合
計
画

の
着
実
な
実
行
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
私
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

誰
で
も
納
得
で
き
る

形
で
公
平
・
公
正
な

結
論
を
お
願
い
し
た

い
。

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
推
移
に
つ
い
て

議
員

山
本
典
式

今
後
の
町
政
に
つ
い
て

問問 答

問

問

答 答

問

答
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　６月定例会は、
６月８日㈭から
６月21日㈬
までの会期で

　開催予定です。

●本会議は午前10時から開催します。
●日程は変更になる場合もありますので
　ご了承ください。
●詳しくは、議会事務局へお問い合わせ
　ください。

　平成29年６月定例会の開催日程（予定）

 

例
年
に
な
く
厳
し
い
寒
さ
の

冬
も
去
り
、
青
い
空
に
鯉
の
ぼ

り
が
泳
ぐ
爽
や
か
な
季
節
と
な

り
ま
し
た
。

　
残
り
の
２
年
間
で
何
が
、
ど

れ
だ
け
出
来
る
か
を
自
問
し
な

が
ら
前
進
あ
る
の
み
で
す
。

　
３
月
議
会
に
お
い
て
東
栄
病

院
の
指
定
管
理
を
め
ぐ
っ
て
、

せ
せ
ら
ぎ
会
よ
り
３
年
間
を
１

年
間
に
短
縮
し
て
欲
し
い
旨
の

申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

 

こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
か
と

い
う
と
、
現
状
の
ま
ま
の
病
院

を
維
持
・
運
営
す
る
こ
と
は
困

難
だ
と
い
う
こ
と
と
思
い
ま
す
。

 

町
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
を
共

有
し
、
今
後
の
医
療
体
制
を
ど

う
再
構
築
す
る
か
を
早
急
に
決

断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 

将
来
に
禍
根
を
残
さ
な
い
よ

う
慎
重
な
判
断
を
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

編
集
委
員
会

　
委

員

長
　
　
峯
田
　
　
明

　
副
委
員
長
　
　
山
本
　
典
式

　
委
　
　
員
　
　
伊
藤
　
紋
次

　
委
　
　
員
　
　
森
田
　
昭
夫

発
行
責
任
者

　
議
　
　
長
　
　
原
田
　
安
生

 本会議
6月　8日㈭
　　　　　　（提案説明・質疑・委員会付託）

6月12日㈪ 一般質問

6月14日㈬ 総務経済委員会

6月15日㈭ 文教福祉委員会

 本会議
6月21日㈬
　　　　　　（委員会報告・討論・表決）

︵
有
害
鳥
獣
駆
除
︶

　
狩
猟
期
間
以
外
で
も
捕
獲
︵
狩
猟
免
許
必
要
︶
す
れ
ば

助
成
金
が
あ
り
ま
す
。

■
町
の
年
間
有
害
鳥
獣
支
払
総
額

　
　
　
５，
５
０
０，
３
０
０
円

※

右
記
以
外
の
鳥
獣
︵
ハ
ト
・
山
兎
等
︶
に
も
捕
獲
す
れ
ば

　
助
成
金
が
あ
り
ま
す
。

集
編

記
後

あ
な
た
も
狩
猟
免
許
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
! !

役
場
の
経
済
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 

１
頭
１
羽
当
た
り
金
額
　
　
　
　
　

 
 

年
間
捕
獲
数

 

　
　
　
　
︵
平
成
28
年
４
月
〜
３
月
︶

　
猿
︵
成
獣
︶ 

３
２，

０
０
０
円 

14
頭

　
猪
︵
成
獣
︶ 

１
６，

０
０
０
円 

83
頭

　
鹿
︵
成
獣
︶ 

１
６，

０
０
０
円 
184
頭

　
狸 

２，

５
０
０
円 

４
頭

　
ハ
ク
ビ
シ
ン

 

４，

０
０
０
円 

12
頭

　
︵
外
来
種
の
た
め
高
額
︶

　
ア
ラ
イ
グ
マ

 

４，

０
０
０
円 

１
頭

　
︵
外
来
種
の
た
め
高
額
︶

　
川
鵜
・
ア
オ
サ
ギ 

３，

２
０
０
円 

35
羽

　
カ
ラ
ス 

１，

７
０
０
円 

４
羽
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